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海洋安全システム科学科
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海事安全システム学研究室

橋本 博公 准教授

　世界第6位の排他的経済水域を有するわが
国では、新たな海洋利用・海洋開発を積極的に
推し進める必要があり、海事科学部に大きな期
待が寄せられています。海上や海中では厳しい
自然環境（波浪、風、潮流、海流など）に晒される
ため、事前の安全性評価が欠かせません。本研
究室では、「安全」をキーワードとして、海事分野
の様々な問題に取り組んでいます。
　研究テーマのひとつが海上輸送の安全化で
す。国際物流の大半を担う海上輸送ですが、ひ
とたび事故が起これば、人命・資源の喪失や深
刻な海洋汚染へと繋がります。そこで、荒天海象
下における船舶の航行安全性や損傷浸水時の
生存性を評価可能なシミュレーション手法を開
発し、国際基準の策定や改正に貢献していま

す。また、船舶同士の衝突防止のため、ディープ
ラーニングによる自動避航システムの開発にも
取り組んでいます。
　深刻な自然災害に対する海上防災も重要な
研究テーマです。現在は、大規模津波が襲来し
た場合の船舶漂流防止策の検討や港外避難支
援システムの開発を行っています。また、海洋再
生可能エネルギー利用に関する研究にも着手
しており、台風襲来時の浮体式洋上風力発電の
安全性評価や新たな海洋エネルギー吸収シス

安全・安心な海上利用の
実現を目指す！

テムの実証実験に取り組んでいます。
　様々な環境条件に対して安全性評価を実施
するためには、数値シミュレーションが欠かせま
せん。計算手法の開発にあたっては、試験水槽
で模型実験を実施することにより、入念な精度
検証を行います。最先端の数値シミュレーション
と大型試験設備を用いた模型実験の両方に携
われることが、本研究室の魅力かもしれません。
　海洋立国の実現に貢献したいと考える皆さ
ん、海事科学部で共に学び、研究できる日を楽
しみにしています。
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大学の専攻だけでなく、学ぶ内容こそ重要です
　私は地震や津波の研究を行うことが出来る海事科学部に興味を持ち入学しました。入学後、次第に船が好きになり航海
士の免許を取得しました。そして航海士の免許を取得するだけでなく、機関士やマリンエンジニアリング向けの講義も積
極的に受講し、技術系の知識の習得を心がけました。他課程の単位が卒業単位として認定される環境は、私にとって学び
たいことを学びやすい環境、そして自分に足りないものを習得できる環境だったと思います。
　大学、大学院在学中は、シミュレーションで船の舵とエンジンを自動制御し、津波流をいなすことが出来るかを研究して
いました。その経験もあり、現在は富士通テン株式会社からトヨタ自動車株式会社に出向し、ハイブリッド車の走行制御開
発を行っています。
　社会に出ると、大学で学んだ知識を生かすことが出来ないとよく言われます。しかし、ハイブリッド車の制御開発におい
ては物理学や制御工学、プログラミングなど大学で学んだ知識をフル活用しています。現在、この分野の第一線で活躍でき
ているのは、海事科学部で培った技術系の知識、忍耐強さ、向上心など挙げればキリがありません。

卒業生からのメッセージ

全学共通授業科目

基礎教養科目
総合教養科目
外国語科目
情報科目
健康・スポーツ科目
共通専門基礎科目

（数学、物理学、化学）

高度教養科目

初年次セミナー
コミュニケーション英語
ライティング英語
海事理化学実験1・2　など

基礎的な科目

海事科学通論
海事社会学
海洋学
地勢学
経済学Ⅰ
基礎ゼミ1・2　など

学部に特徴的な科目

固体地球物理学Ⅱ（理学部）
海洋生物学（理学部）
地質学Ⅱ（理学部）
海岸・港湾工学（工学部）
など

他学部開設科目

地球を周回する観測衛星が撮影し
た画像は温暖化対策や防災などに
応用されます。このように対象を遠
隔から計測する技術がリモートセ
ンシングです。授業では、電磁気学
をベースに、大気や地表面とのエネ
ルギー相互作用などリモートセン
シングの利用例を解説し、海洋現象
を対象とした衛星画像解析方法を
学びます。

近年、大気や海洋の数値解析の精
度は飛躍的に高まっています。授業
では、地球温暖化や大気汚染、酸
性雨といった大気環境問題、海洋
生態系や物質循環、海事活動に伴
う海洋汚染などの海洋環境問題を
概説。その状況の把握や改善の手
段として、コンピュータによる数値
シミュレーション技術を修得します。

衛星海洋学
サブアトミックと言う形容で、アトム
（原子）よりも小さな粒子を考えると
いう意味を込めています。地球環境
や生命、人間が作る材料を理解す
るには、光や原子についての確か
な理論が必要です。電離放射線や
レーザー光線が原子や分子・固体
に与える基礎的な物理的・化学的
反応の解説を通じて量子論の基礎
を学びます。

サブアトミック物理化学環境シミュレーション学
様々な環境問題に取り組むには、ま
ず正確に環境を測り、知ることが重
要です。水質、大気、土壌など様々
な環境中に存在する化学物質の種
類や濃度、その性質を知るための
手法を学び、身の回りで起こってい
る環境問題を議論するための基礎
知識を身に付けます。

環境汚染論

入学

学科専門基礎科目

Introduction to Maritime Sciences Ⅰ
海事国際法
気象学
経済学Ⅲ　など

物理化学Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 応用数学1・2・3・4　
電磁気学　　資源工学 環境修復論　　
海洋安全システム科学通論 内海域環境学　
流体力学1　　材料力学1 海洋安全システム科学実験　
数値計算科学 環境汚染論
電気電子工学 知能情報処理論 大気環境学
災害科学論　　制御理論 自然エネルギー工学 地球流体力学　など

総合大学の利点を生かし、
他学部との連携を強化
環境科学・安全科学関連科目を強化
するために、他学部開設科目を学部
共通科目として認定。また、学科専門
基礎科目に、内海域環境教育研究セ
ンターと連携した「内海域環境学」を
開講しています。

海洋に対する総合的な視点と
専門性を身に付ける
安全な海上輸送のための科学技術、自然エ
ネルギーの有効活用と環境に負荷をかけな
い動力源・エネルギー変換技術、海洋におけ
る生態系を考慮した環境評価・分析技術、お
よびそれらの学際的分野の科学技術につい
て総合的に学習。3年次から、教養科目や基
礎科目をベースにした学科専門科目を本格
的に学びます。

浮体運動力学
浮体応用安全科学
超伝導工学
水素エネルギー工学
エコエネルギー変換工学
機能性無機材料
機能性有機材料　など

海洋観測解析論
衛星海洋学
環境シミュレーション学
環境放射能動態学
サブアトミック物理化学
海洋微生物学
環境分析化学
粒子ビーム応用分析学　など

学科専門科目

学部共通科目


